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みなさんこんにちは。火曜日担当の MS で
す。前回は NDL を用いて日本の古典籍資料
を調べたので、今回はオックスフォード大学
図書館の資料のうち、デジタル化された様々
な地域の写本、初期刊本や手記などをオンラ
イン上で閲覧できる Digital Bodleian という
サ ー ビ ス を ご 紹 介 し ま す  (The Bodleian 
Libraries, 2020)。 

具体的な活用法を、普段私が使っている方
法をもとにご紹介します。私の研究対象は
The Canterbury Tales という 15 世紀の作品
です。80 を超える写本が現存しているもの
の、作者である Geoffrey Chaucer 直筆のオ
リジナルは現存 し て い ま せ ん  (Manly and 
Rickert, 1940)。そのため、作品に収録されて
いる物語の一つの Wife of Bath’s Prologue を
もとに系統学的分析を行った Barbrook et al 
(1998) のように、写本間の系統関係を明ら
かにすることで、オリジナルがどういったも
の か を 再 現 す る 試 み が さ れ て き ま し た 
(Barbrook et al に 対 す る 方 法 論 的 批 判 は
Caetlidge 2001 を参照のこと)。 

これは、良くも悪くも写本の数だけ異なる
読みができることを意味しているといえま
す 。 写 本 間 の 差 異 に つ い て 、 General 
Prologue の冒頭をもとに考えてみましょう。
Digital Bodleian の ウ ェ ブ サ イ ト で The 
Canterbury Tales を 検 索 し て み る と 、
Bodleian 686、Hatton そして Douce 218 な
どの写本がヒットします。それぞれの写本に
ついて、自分で転写したものを以下に提示し
ます。なお、転写の際 Long s は s に直して
います。内容的には同一ですが、現代英語で 
"when"、"april"、そして "sweet" を意味する

語について、異なる綴りが認められます。 
 
“when that april with his showres swote” 

(Bodleian 686, 1r) 
“whan that aprill with his showres swote” 

(Hatton, 1r) 
“whan that aprille with his showres sote” 

(Douce 218, a2r) 
 
なぜこうした写本間の異同が生じるので

しょうか。大前提として、当時の英語に標準
化された綴りが存在しなかったことがある
でしょう (cf. Milroy, 2008: 157)。加えて、
写字生の態度も様々で、正確に書き写すこと
もあれば、自分の方言に直すこともあるうえ、
果てには自分で新しい表現を作り出したり
することもあったとされます  (cf. Benskin 
et al., 2024, General Introduction 3.1.3)。
General Prologue の写本間の差異に関心を
持たれた方は、この箇所の写本全てとその転
写 が 収 録 さ れ て い る CD-ROM (Solopova, 
2000) があるので、一度確認してみてはいか
がでしょうか。それでは。 
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